
風船爆弾の工作

第４２回諜報研究会 発表者 河野通之
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序論

「風船爆弾」という大陸間弾道弾をスケールが大きいて新しく最新の兵器を作ると術は
「ドゥーリトルによる英雄的な１９４２年春東京への空襲侵入」されたことへの衝撃
を振り払うためあるいはその侵入が対抗策として世界で初めての弾道弾を開発すけになっ
たか。
この爆弾開発計画は日本人にさらに活力を与え不屈の精神を発揮させたという意味で
進む道を変えさせたかもしれない。
第二次大戦におけるドゥーリトル計画は日本に対する計画だった。
それは混乱と生産を邪魔することだった。
米国民はこの搭乗した１６機のミッチェルＢ２５爆撃機隊は十分な物理的ダメージを与え、
戦争を遅らせることができるとものではないことは知っている。
しかし、この日本本国にたいする攻撃は日本に対する心理的な影響を与えるだけでなく
米国の日本への征服意思を同盟国に対し表明するためでもあった。
ドゥーリトルは知る由もないがこの大胆な襲撃がアメリカのミッドウェイでの日本の
破滅的な戦いに仕向けさせたと言える。
この向こう見ずの試みが、日本がアメリカ大陸への直接報復をすることを思いつかせたかもしれない。
その計画はシンプルだ。
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山本NPO理事長 山田明治大学教授山本理事長

明治大学とNPOの合同研究会実施２０１４ 元登戸研究所
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２０１４
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修二会は「火」と「水」
の行

「お水取り」

紙衣（かみこ）
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樺太 敷香
１９４５－２月には
風船爆弾が発する電波を
キャッチ可能にした
日本から５０００Km～６０００
Kmの飛翔は確認できた
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日本の風船爆弾が新聞に掲載されたのはサーモポオリス、ワイオミング
であったが、日本の爆弾によるダメージとか米国での目撃情報を知らないようにしていた。
日本がバルーンによる攻撃効果などをしきりに知りたがっていた。それは飛行コースの情
報であったり、技術的に評価したり、改善であったりするためであった。
一つの事件がアメリカの新聞で日本にも知られることになった。
中国新聞の「タグン パオ」が（日本にも知られている）、アメリカの情報から惹いて
彼らの新聞に掲載され１９４４年の１２月末にも載った。
無念にもさらなる情報はながれなかった。それから米国、ソ連、中国とも隠し続けた。
メキシコのアーティックサークルはメキシコの国境からのレポトは
日本の影響力について知られないようすることだった。
１９４５年１月４日検閲局は、新聞の編集者と放送局に対しte
バルーンに関することを一切公表しないように依頼した。意識的にも報道の自由の国で
あったが、この自主的な検閲は全国から支持を得て、驚くべき自制が行われ、３か月後に
新聞の編集者と放送局に対して厳しい秘密を課して次のように述べた。

新聞とラジオはこのリクエストにこたえて、日本の風船爆弾が米国、カナダ、メキシコに
来ていることや、数など見事に無視した。この協力は日本をくじかせることになり米国に
対する安全に貢献した。
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風船爆弾
落下分布
３４５機

原子力プ
ラント
の電線を
切り
長崎投下
の原爆
３日遅ら
すs
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爆弾の概要
爆弾制作と放流を可能にした
三つの環境対応複合技術と量産技術（赤、黄、青）

①直径１０Ｍものおおきさだった
②１２０００メートルの高さで、９０００KMの道程を偏西風を利用して新幹線並みのスピー
ドで７２時間米国に向かって飛びつづけないといけない。その実行時期は偏西風の強い１９４
４年の１１月から１９４５の春であった
③水素ガスを封入し３日間飛び続けた
④搭載爆弾をふくめ、約２００ＫＧの重量を持ち上げる浮力が必要だった
⑤環境温度上空の温度 －５５℃に耐える
⑥硫酸系電池+不凍液+透明２重セルロイド、などの断熱構造の電池を採用。
浮力が落ちて高度が下がった時に、高度回復の為に搭載しているバラス（負荷）を焼き切るた
めに使用する電池。
⑦球皮がすごい(直径10ｍの大きさで水素ガス内包の気球)
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カテゴリー：大石和三郎と高層気象観測, 未分類 ｜タグ：
作成者：林陽生 から転載

http://citywatch-net.sakura.ne.jp/WP/?cat=35
http://citywatch-net.sakura.ne.jp/WP/?cat=1


17インテリジェンス研究所NPO４ １６2022/ /

http://citywatch-net.sakura.ne.jp/WP/
大石和三郎と高層気象観測, 林陽生から転載

http://citywatch-net.sakura.ne.jp/WP/
http://citywatch-net.sakura.ne.jp/WP/?cat=35


大石和三郎と高層気象観測 （12）エピローグ－ 高層
気象研究のパイオニア （7月27日）

カテゴリー：大石和三郎と高層気象観測, 未分類 ｜タグ
作成者：林陽生 ｜http://citywatch-net.sakura.ne.jp/W

http://citywatch-net.sakura.ne.jp/WP/?p=2566
http://citywatch-net.sakura.ne.jp/WP/?cat=35
http://citywatch-net.sakura.ne.jp/WP/?cat=1
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カテゴリー：大石和三郎と高層気象観測, 未
分類 ｜タグ：転載
作成者：林陽生 ｜
http://citywatch-net.sakura.ne.jp/WP/

http://citywatch-net.sakura.ne.jp/WP/?cat=35
http://citywatch-net.sakura.ne.jp/WP/?cat=1
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出所：「風船爆弾」吉野興一著 朝日新聞発行P９１から
P210
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カテゴリー：大石和三郎と高層気象観測, 未分類 ｜タグ：
作成者：林陽生 http://citywatch-net.sakura.ne.jp/WP/

http://citywatch-net.sakura.ne.jp/WP/?cat=35
http://citywatch-net.sakura.ne.jp/WP/?cat=1
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カテゴリー：大石和三郎と高層気象観測, 未分類 ｜タグ：
作成者：林陽生 ｜http://citywatch-net.sakura.ne.jp/WP/

http://citywatch-net.sakura.ne.jp/WP/?cat=35
http://citywatch-net.sakura.ne.jp/WP/?cat=1


畑敏雄教授（高分子）

学長閑話 : ロマン派学長折々の記

出版情報:
群馬大学医療技術短期大学部, 1981-03-10

１９１３～２００９
（９６歳） メーデイ

早川先生

耐寒試験を担当
マイナス５０度Cから６０
度C

風船爆弾の球皮は
複合材だ！
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風船爆弾気球使用書 １９４４－１１月 陸軍兵器行政本部発行
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USAの被害
主にBC対策

４５００億円

日本
の風船爆弾
直接経費

７５億円

吉野興一氏曰く
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資料２．「風船爆弾言霊の国」
プランゲ文庫記事
白鳥省吾記事タイトル「風船爆弾言霊の国 」
掲載誌名「詩精神」 1947-09-05 近代文芸社[発行]
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九十九里 東浪見
（とらみ）
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総まとめ
風船爆弾開発がのこしたもの～

その画期的な材料の後継たちが踏ん張り
世界に向かって飛び始めた
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おまけ！
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